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日本部類学会々則

iX~ 1 ~・ 本会l土門本市l刻字:会と称する。

ZH25・ ;'1、会は~:~;!"?の jffi広務7'<.を|主| り ， 1)1・ 4上て会只，Hì7iの連絡*-1こ親11主を~Iること
をFI的とする。
f行 3請と み~:j> ，よ前えの日 (1甘をihするために次のτF業を行う。

1. 総会合間m:(午11口J)
2， tH.:i:;: 1刻する研究公，講習会， 採集会~;ーの日111H
3. ii二期刊行物の充下l
4. そのf也前二ω日I(J会i宝寸るために必要なτJE信

仰 41.・ み令 'Ï)明lf5~:'士会土えの .j.，eにおし
1{15宗 本':2.;1)1;ー;L'iJぷ:L1:4)J 1 flに始り， 4f年3)j31 nに終る。
~n 6令' 会iii土砂((I)3内と 1-る。
1. rl[.j出土n (r~') 包Q:こ関心なし F! 主会の他行に行間する側人又It団体で， 役員
会。承認するも0:)。

2. f:!?会n(i~i 苧ρjéì幻こ兵南~ò主あり ， 木会の趣符に rt同する個人で，役口会
の推~!jするも υ、)。

ヌ. 4FhiY4:il(本会1)必「?にH"~ L， /1.:会の発展.に特}乙寄与した伺人交は問{，j~で，
役口会1~ro~約するもの)。 J 

れ 7タ 本会;乙入会fるに，!" ，イ'I:JI)rt 氏行(I.JIf1、オ;)，11，捜喰を記入した入会巾込手?を
会長に足立l¥すむのとする。
の8孟; 会W.t.1，V;-:会';'l30J1'1をliii納ずるものとする。 fll.し，名作会員及び特別会
日は会伎を12しなL、。
fif9d・ 本会!こni欠の役Hをt.， <。
会 1-' 1千40 1キ zjJ 可γF710 ;干;五日計下1'，。

:;r~口の{[Il)kt? ケイfーと し尻町することが出来る。 {II. し I ，ii'.淡IlH士引続きe3 J !1l ;~II\:主
れることl士山米ない。

12口選11¥の規定¥J別に定める。(的日IJ ~11 1 条~筑 4 条)
第10完: 会I、lt会を代表L，会務わ企{，j¥.を統べる。怜'N士会長の芯:を受(-)・てHajji'の
会務をわ・ぅ。

1$11五ー 5干訟W'i訴訟L~会主総JJ.X:し ， 会乃要務に|到し会長の消間にあづかる。 1干議
1'1公}主会見力、Jiif- し ~t.ご交??をもって ， これに代える こと が出来る。
{ii 12タ ボ会1主立Jol11j行匂 n;-;J;(iJを{j:3 li.ill刊行し会日にJIlt:Nで倣命ずるロ
{附則)

{~'Ç 1 ~' 会長!主総会)乙!Jういて会日中よい巡IIJされる。伶ιJft主会長が会員巾よりこれ
をfRfvuする。 ・ ‘ 

{n 2才色 3干J1~nのJ.~lflit(Xのて方U、による。

1. i、地rz別に会員司!よりi立山主れる。その定日は各地区 1併とし.会日放が50
%な山える地ltcIU50fうまでごとに1%を1111える。
2. 総会・ご於いて会兵が会nrl'よ勾務Tれを有t泌する。イn.L.その数は全評議員
の 1/3をJまえoこ)-.l'llll来かい.
地侭制'才iXの7地区とする。
J t.liにむ地l主。 東北地区。 r\~京地区 Wii弓 t J~jt\ 山梨を含む}。 中部地医(三mをfTむ)。
i迂幾地l丸"Ij i4 . 1'4同地代。 IL'N地区(i'l'縄主:-;'tむj。
fお3主 会;ム;及ヨ:f1FfJ':E;lzVEI1をi民任『るιとはf11J12ない。
第 4/，、 地区ji!LHの府民只に欠民主:ノJJじた場今は，市1i壬醤の残余JOJH¥J，欠点者をも
って充叫する。

11~ 5 ~ 木々I/II!il附和33i-: ] 0 1i 26 [1 .tりJAi行する。




